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ことにより、様々な側鎖導入率を有するイソプロピルアミン導入 PSI(IPA-PSI)を合成した。側鎖導入率 37～60 mol％の
IPA-PSI は、水中で温度変化に対して不可逆的な相転移を示し、数百 nm 程度の安定な微粒子を形成した。この相転移の
不可逆性は、イミド環同士の相互作用に起因していることが示唆された。側鎖導入率 60～87 mol%の IAP-PSI は、温度変
化に対して可逆的な相転移現象を示し、高温でコアセルベートを形成した。この側鎖導入率の IPA-PSI は親水性が高く、

































出した。側鎖導入率 37～60 mol％の IPA-PSI は，水中で温度変化に対して不可逆的な相転移を示し，数
百 nm 程度の安定な微粒子を形成した。この相転移の不可逆性は，イミド環同士の相互作用に起因して
いることが示唆された。一方，側鎖導入率 60～87 mol%の IPA-PSI は，温度変化に対して可逆的な相転
移現象を示し，高温でコアセルベートを形成した。さらに，これらの特異な現象を利用した材料調製プ
ロセスの構築を目的として，タンパク質をモデル薬物と設定し，加熱により不可逆的相転移を示す低側
鎖導入 IPA-PSI を利用することで，水中でタンパク質内包微粒子の調製を実現し，薬物送達材料として
の有用性も示している。 
以上の結果より，生分解性を有する刺激応答性高分子の開発と，その相転移挙動と操作因子を明かに
することで目的に応じた生分解性感温性高分子の分子設計論を構築している。さらに，これらの生分解
性高分子を活用した環境低負荷な機能性微粒子材料調製プロセスも提案している。よって，本論文は博
士（環境学）の学位論文に値するものと認める。 
